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糖尿病について知ろう

私たちの体は、すい臓のインスリンというホルモンのはたらきで、血液中の血糖を一定に保っていますが、イン

スリンの働きが悪くなったり、血糖の量に対してインスリンの量が足りなくなったりすることで、慢性的に血糖値

が高くなる病気です。

糖尿病で怖いのは合併症です！

高血糖状態が長引くと、血管は次第に傷んでもろくなります。放置したり、血糖のコントロールがうまくいかな

いと、眼や腎臓などの血管が傷つき、次のような合併症を発症するおそれがあります。

糖尿病性網膜症 網膜の血管が傷つき、失明する場合もあります。

糖 尿 病 性 腎 症 腎臓の細い血管が傷つき、進行すると人工透析が必要となる場合があります。

糖尿病性神経障害 足先や手指の神経が傷つき、痛みやしびれが起こります。下肢の切断に至る壊疽（えそ）が起こ

ることもあります。

その他、脳や心臓の血管が動脈硬化を起こし、脳梗塞や心筋梗塞を起こすことがあります。

糖尿病の初期には自覚症状がなく気づかないことも多くあります。必ず健診を受け血糖の状態を確認しましょう。

血糖値の見方

糖尿病を予防する食事のポイント




